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図 1　音楽ソフト市場の推移

†1 （株） KDDI研究所

中島 康之 †1　

1．はじめに

モバイルサービスにおける，音楽サービスについては，

携帯電話がパーソナルな持ち物になるに従い，電子メー

ルなどと同様に身近なサービスとして普及してきた．携

帯電話と音楽のかかわりについては，まず着信時にメロ

ディを奏でる，「着メロⓇ」サービスに始まり，携帯電

話上で楽曲をダウンロードして楽しむ，「着うたフルⓇ」

によって本格的に音楽を楽しめるようになった．特に，

定額制のデータ通信料金の普及に伴い，このような有料

音楽配信は大きく成長してきた．

このような中で，KDDIでは総合音楽サービスとし

て「LISMO」（リスモ，au LISTEN MOBILE SERVICE）を

2006年1月から開始した．当時はフィーチャーフォンに

おいて全機種統一した音楽プレイヤー（au Music Player）

や，パソコンとコンテンツ連携するためのPC連携ソフ

ト（au Music Port）としてサービスを提供した．その後，

使いやすさをさらに追及するために，検索機能の充実

（LISMO Music Search）や，非パソコンユーザでも手軽に

CDから楽曲転送できるような専用機（au BOX）などに

より進化してきた．しかしながら，スマートフォンの登

場により音楽を聴くスタイルも大きく多様化し，LISMO

自体もラジオ機能や楽曲聞き放題サービスなど，きめ細

かなニーズに対応するように変化してきた．

本稿では，まず音楽産業全体の状況を俯瞰した後，モ

バイルサービスにおけるLISMOがどのように生まれ，

携帯電話環境の変化に応じてどのように進化し，変化し

てきたかについて述べる．

2．音楽産業概況

2.1　全体概況
図1に2000年度からの音楽ソフト市場（オーディオレ

コード，音楽ビデオ，有料音楽配信）の推移を示す[1]．
図からも分かるように，市場全体としては，配信市場含

めても右肩下がりになっており，2012年度は前年度比  

3％増加し3,651億円となっているものの，2000年度に

比べると32%減少している．特にオーディオレコードに

ついては，2012年度は2,277億円となり，2000年度と比

べると約6割も減少している．2005年度以降は，有料音

楽配信という新たな市場の登場により，音楽ソフト市場
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携帯電話を取りまくネットワーク環境や携帯電話の処理性能，蓄積容量はこの 10年で目覚ましい進化を遂げている．また，

携帯電話自体も比較的限られたサービスや操作を提供していたフィーチャーフォンから，より直感的な操作と，パソコン

と同じようにオープンなサービス・アプリケーション環境のスマートフォンへと大きく変貌してきている．音楽サービス

については，携帯電話の登場初期は着信メロディなど比較的シンプルなサービスでスタートしたが，このような環境変化

の中でどのような変化や進化があったか，また今後どのようなことが予想できるのかについて，音楽サービスとして提供

している，「LISMO」の例を用いて述べる．

モバイルサービスにおける音楽
サービス「LISMO」の変化と進化
について
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全体が底打ち反転したものの，2008年度以降は有料音

楽市場の伸びよりもオーディオレコード市場の落ち込み

が大きくなり，再び市場全体が縮小傾向に戻っている．

この現象については，日本レコード協会が毎年実施し

ているユーザ実態調査によれば[2]，音楽とのかかわり
方自体が変化していることが指摘されている．たとえば

2009年度と2012年度を比べると，音楽に無関心な層（能

動的に音楽を聴かない，あるいは知っている曲のみを聴

く）が28%から36%に増加している．逆に，YouTubeな

どにより無料で能動的に音楽を聴く層はあまり変わって

いないものの，有料で購入する層が8%程度減少してい

る．この理由としては現在の音楽で満足していることや，

音楽への経済的な余裕がないことが挙げられている．

2.2　有料音楽配信市場
有料音楽配信市場は，2005年度以降2008年度までは

毎年数十％の伸びを占めていたが，2009年度以降減少

し，2012年度は前年度比で75%に減少している．図2は

有料音楽配信市場の内訳の推移を示しているが，図から

も主軸となる着うたフルの変化が大きく影響しているこ

とが分かる．特に，携帯電話（フィーチャーフォン）に

よる配信すべて（着うた，着うたフル，待ちうた（電話

発信時に発呼者側に聞こえる呼び出し音に楽曲を利用し

たもの））では，2012年度は前年度比60%になっている

一方，PCとスマートフォン配信については，前年度比

143%になり，音楽配信においてもフィーチャーフォン

からスマートフォンへのシフトが進みつつある．ただし，

市場全体としては2.1節で述べた理由などにより縮小傾

向にあるといえる．

3．モバイル時代の音楽サービス「LISMO」
について

3.1　携帯電話での音楽サービス
3.1.1　着メロから着うたへ

携帯電話での音楽サービスは，1990年代後半の着信

メロディ（以下，着メロ）が最初のサービスになるが

[3]，携帯電話自体にプリセットされたMIDI音源を使っ

たメロディを再生していた．その後，着メロ配信が急

速に普及し，2002年には1,000億円クラスの市場になっ

た[4]．これに対して，オリジナルの楽曲を配信したも
のが「着うたⓇ」で，2002年 12月にKDDIが日本で初

めてサービスを開始した[5]．楽曲コンテンツとしては 

15～ 30秒の尺で，MP3方式にて24kbpsで符号化された

ファイルを用いて配信を開始し，1曲当たりの情報量と

して100円程度の料金と，ファイルサイズに応じた通信

料金（パケット料金）を合わせて通信キャリアから課金

した．10kB程度の着メロに比べて，着うたでは数10～

100kB程度にファイルサイズが増加したものの，オリジ

ナル楽曲の魅力により，大きく成長した．

その後， 2003年11月にKDDIで導入したパケット定額

サービス（CDMA 1X WIN）では，最大下りが2.4Mbps

のデータ通信ができるようになった[6]．着うたも高
音質化され，符号化効率が高いAAC（Advanced Audio 

Coding，MPEGで規格化，地上デジタル放送やアップ

ル社 iPodなどで利用）方式を導入し，符号化レートも

64kbpsまで拡張された．これによって，リッチコンテン

ツに対して，より手軽にアクセスできるようになった．

3.1.2　短尺な着うたからフル楽曲へ進化

30秒程度の楽曲を配信する着うたに対して，楽曲を 

1曲すべてを配信するサービスとして「着うたフルⓇ」

を2004年11月からKDDIで開始した．「着うた」は短尺

であるがゆえに着信時に好きな音楽を流す意味合いが強

かったが，「着うたフル」では楽曲全体を楽しむことが

できるため，新たな楽しみ方を提供することが可能な，

着うたの上位サービスとして位置づけられた．なお，楽

曲全体では3～ 4分程度と「着うた」よりも大幅に長尺

になり，ダウンロード時間などを考慮すると，AAC方

式よりもさらに圧縮効率の高いオーディオ圧縮方式が

必要となっていた．ちょうどそのころ，AAC方式の圧

携帯電話による音楽サービスは着メロ®，
着うた®に始まり，着うたフル®で大きく成長

図 2　有料音楽配信の推移

音楽ソフト市場は全体的に右肩下がり，
ただし PC，スマホ配信は伸びつつある
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縮率を約30%向上させることが可能なHE-AAC（High 

Efficiency AAC）方式が，2003年にMPEG-4オーディオ

として標準化されていた．実際に評価実験等を行い，こ

れまで64kbpsでAAC符号化された音質がHE-AACでは

48kbpsで同等レベルの音質を確保できることも確認でき

た．ただし，新規コーデック採用に伴う実装上の問題も

多数あったが，ファイルサイズも1.5MB程度に抑え，ネ

ットワークへのインパクトも緩和する目途が立ったた

め，採用に踏み切った[7]．楽曲単価は数百円と「着う
た」に比べると高額ではあったが，①PCがなくても気

に入った楽曲のみをどこでも好きな時に携帯電話で手軽

に購入・ダウンロードし，身近にある携帯電話ですぐに

フル楽曲を楽しめる点や，②通信キャリア決済機能によ

り，通信料金と一緒に請求されるため，クレジットカー

ドを持っていない若いユーザでも手軽に購入できる点な

どにより利用数が急増した．KDDIではサービス開始5

年後の2009年には累計ダウンロード数が3億曲を達成し

た[8]．　
なお，2000年代前半に着メロ配信がカラオケ業界が

事業者として大きく成長している中，レコード業界も原

盤を保有する強みや，MIDIなどの合成音ではなくオリ

ジナル楽曲音であることによる着メロとの差別化，さら

にCD販売へのプロモーション効果などの目的で，通信

キャリアと連携して着うた，着うたフルコンテンツへ積

極的に取り組んできたことも，普及を大きく促進させる

ことになった[9]．
さらに，ネットワーク環境も高速化が進み（たとえば

KDDIでは，2006年12月から開始したEVDO Rev.A（第

3世代携帯電話向け高速データ通信）において下り最大

3.1Mbpsに増加），さらなる高音質楽曲へのニーズへ対

応するために，AAC方式で最大320kbpsで符号化して高

音質化を図った，「着うたフルプラスⓇ」の提供を2008

年12月より開始した[10]．

3.2　LISMOサービス
3.2.1　音楽総合サービスとしてのLISMO

携帯電話で楽曲を楽しむ文化が増加しつつある一方

で，アップル社の iTunesのようにCDから iPodなどのデ

ジタルオーディプレイヤーに楽曲をインポートする方

法も次第に認知されてきたこともあり，CDから取り込

んだ楽曲を携帯電話に転送したいというニーズが出て

きた．また，購入した着うたや着うたフルコンテンツを

パソコンにバックアップしたいという要望も出ていた．

これらに応えるために，「LISMO」という音楽総合サー

ビスとして，PCと携帯電話を連携させるアプリケーシ

ョンソフト au Music Port (後にLISMO Port)を開発した
[11]．

au Music Portでは，ニーズが高かったCDから携帯電

話用フォーマットへの変換や，着うたフルなど携帯電

話に保存している楽曲データのバックアップを実現し

た．ただし，楽曲自体は著作権コンテンツとなるため，

コンテンツが違法にコピー・再生されないような著作

権保護が非常に重要なキーとなってくる．このため，au 

Music Portでは，電話番号を鍵とした暗号や既存の暗号

を組み合わせてコンテンツ保護を行った上で，PCとの

やり取りができるようになっている[12]．特に，著作権
コンテンツの保存先として，携帯電話の内蔵メモリ以外

に，miniSDカードのような携帯電話から取り外しがで

きる外部メモリデバイスにも保存でき，またデバイスの

違いを意識することなくコンテンツを利用できるように

する点や，au Music Portを使ってパソコンに安全に著作

権コンテンツを格納できるようにする点が一番苦労が多

かった．当時日本の楽曲に対してこのような取り組みを

行っている先行事例はなかったが，①購入した着うたフ

ルをminiSDカードから再生する場合は，該当する携帯

電話に差し込まないと再生できないようにしたり，②着

うたフルをバックアップしたパソコンからの再生も該当

する携帯電話をパソコンに接続しないと再生できないよ

うにするなど，コンテンツ管理コンセプトを統一させ

た．これらによって，楽曲を保有する音楽レーベルから

au Music Portのフレームワークについて理解を得ること

ができた．この点については，3.1.2項で述べたように

レコード業界と通信キャリアが共通の利益の元に着うた

サービスを開発でき，それがビジネス的な実績に結び付

いて業界横断的な信頼関係を構築できたいたからこそ，

au Music Portも実現することができたともいえる．なお，

2000年代半ばには，携帯電話に実装できる蓄積容量も

GBオーダに大幅に増加してきたため，このような連携

ソフトによって，携帯電話が本格的なミュージックプレ

イヤーとして使えるようになった．

また，au Music Portを単なる転送ソフトとして利用す

るだけでは利用機会も限られたものになることや，音楽

サービスを中心に携帯電話の利便性を高めるためにも，

携帯電話で撮影した写真やビデオ，メール，電話帳など，

バックアップしておきたいデータを簡単にパソコンに保

存できるようにした．これらによって，たとえば機種を

変更した場合でも，すべてのデータをスムーズに移行す

ることができ，携帯電話にかかわる利便性を大きく向上
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させた．

3.2.2　楽曲検索サービス「LISMO Music Search」

新たな音楽との出会い方を知る上で，各個人の音楽と

の接点を調査することは非常に重要な要素となる．音楽

メディア実態調査報告[2]によると，未知のアーティス
トのCDや音楽ファイル購入のきっかけとなったことと

しては，テレビ音楽番組，テレビCM，無料動画サイト

が上位三位を占めている．歌詞や楽曲タイトルやアーテ

ィストを明示的に知ることができる場合は，そこからキ

ーワード検索等を通じて購入することができるものの，

テレビCMなどのように曲名が不明な場合も多い．特に

携帯ユーザの場合，検索から購入への確実な導線がない

場合，その時点で検索や購入などの手続きを途中で止め

てしまうことが多い．このため，より多くの検索シー

ンに対応するため以下の2つの検索ツール(LISMO Music 

Search)を開発した[13]．
まず，テレビや外出先で出会った楽曲をその場で検索

するアプリ（聴かせて検索）を開発した．この検索で

は，携帯電話のマイクを使って5秒～ 15秒程度音をキ

ャプチャし，その特徴量をサーバに送信して楽曲データ

ベースとのマッチングを行って楽曲を判定し，詳細な楽

曲情報を携帯電話に返送した．また類似したシーンとし

て，曲調自体は覚えていても曲名などが分からない場合

に，鼻歌で検索するアプリ（うたって検索）を開発した．

この検索では，自ら鼻歌を5～ 10秒間歌うことにより，

その音をキャプチャして特徴量を抽出し，楽曲データベ

ースとのマッチングを行うことを実現した．これらの機

能により，目的の楽曲がより簡易に見つけることができ

るようになったが，楽曲に強い関心があるがゆえにこれ

らの検索機能を用いていることも多く，結果的に楽曲購

入に結び付けるきっかけ作りに貢献することができた．

4．LISMOサービスの変化と進化について

4.1　 LISMOを活用するための専用 STB（セットトップ
ボックス）「auBOX」

au Music Portによって，パソコンと連携してさまざま

なデータのやり取りができるようになったが，利用実態

を調査する上でいろいろなことが分かってきた．図3に，

パソコンとテレビの保有状況を調査した結果（2008年

当時）を示す．約半数以上の方が自分専用のパソコンを

保有しておらず，高校生に限定すると約80％に上って

いた．一方で自室のテレビ保有率は8割以上になってい

た．これは，高校生に限定した場合も同様であった．当

時，着うたや着うたフルの主な購買層は，高校生を中心

に中学生や大学生となっていたが[14]，さらに調査した
ところ，CDからの楽曲取り込みに関しては，パソコン

を利用している父親や兄弟に操作をお願いしたり，パソ

コンを借りるようなケースが多いことが分かった．

また，実際にLISMOに関して，ユーザヒアリングを

したところ，図4のように，パソコンでの操作が分から

ないことや，パソコンを持っていないユーザからもっと

手軽にCDの楽曲を携帯電話に取り込みたいという要望

も多いことが分かった．

そこで，自室内のテレビ保有率の高さとパソコンにお

ける操作性の不便さに着目し，日頃パソコンを使ってい

ないユーザでも，テレビにつないで手軽にCDから携帯

電話に取り込みができるような専用 STB（TVに接続す

る専用ハードウェア）と，これを用いた音楽連携サービ

スの開発を行った[15]．特に，ラジカセのように購入し
たその日からすぐに使え，また日常的に接してもらえる

ように，さまざまな工夫を施した．まず，携帯電話やテ

レビと接続しなくても，たとえば自室の卓上でCDプレ

イヤーとしてすぐに使えるように，内蔵スピーカーを搭

載させた．次に携帯電話に楽曲を取り込む場合も，STB

に接続したテレビに表示された操作手順に従って，簡単

にCDから携帯電話に楽曲を転送することができるよう

にした．この場合，楽曲のタイトル等はインターネット

上のデータベースから自動的に収集できるようにしてい

たが，たとえSTBがインターネットに接続されていなく

ても，手動で楽曲タイトルを入力できるようにし，限ら

れた周辺環境でも利用できるようにした．次にインター

図 3　パソコン，テレビ保有調査

図 4　LISMOの利用ヒアリング結果例
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Q.自分専用PCがある.
A.ある43.5％ ない56.5％

ある

ない

ない
ある

ØLISMOを使いたいんですけど,  
やり方が分からないんですよね. 
ØLISMO Videoは大画面のTVで見たいよ.  

ØPCもNET JUKEも持っていないので,  
NETカフェで使おうとしてダメだった・・・etc 
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ネット接続ができる場合は，要望の高かったテレビ上で

のWebサイト閲覧を実現したほか，LISMOコンテンツ

（音楽，ビデオ）の購入もテレビ画面を見ながら簡単に

検索して購入できるようにした．この場合，着うたフル

などの音楽コンテンツ以外にも，ドラマなどの映像コン

テンツを簡単に携帯電話に転送できるようにして，利用

シーンの拡大に努めた．さらに，携帯電話以外にKDDI

のFTTHサービス（auひかり）に加入している場合は多

チャンネル放送用のSTBとしても活用できるようにした

（多チャンネル放送契約必要）．表1に接続環境に応じた

主な機能を示す．

また，できる限り簡単なユーザインタフェースで，多

機能なサービスが使いこなせるように配慮した．特にテ

レビ上では，パソコンのようにマウスを使って自由にカ

ーソル移動ができないため，STB付属のリモコンの上下

左右ボタンを何回か押下することですぐに目的の情報や

コンテンツに到達できるようにした．図5にメニューの

遷移例を示す．図からも分かるように階層化を極力避け，

メインメニューから2クリック目には目標のコンテンツ

／サービスに到達できるようにした．また，UIデザイ

ンもなるべくシンプルかつ統一感を図り，購入したその

日から操作画面上で行き先，戻り先，現在地がすぐに分

かり，迷うことなく利用できるようにした．さらに図か

らも分かるように，選択メニューの大きさ，形，配置場

所の統一や，フォーカスした時の色を黄色で分かりやす

くするなどの工夫を施している．

本 STBは，2008年11月から「auBOX」という名称で

発売を開始したが，パソコンを使わなくてもCD楽曲を

手軽に携帯電話に取り込むことができることやCD/DVD

プレイヤーとしてすぐに使えることなどが分かりやすい

訴求点となり，多くのユーザに利用されることとなった．

サービス開始後のフォローアップ調査では，当初の想

定通り，CD楽曲の携帯電話取り込みなどの機能で満足

度が高いことが分かったが，一方でそれらの機能で満足

してしまい，ネットワークに接続していろいろな機能を

試すことがないユーザも多いことが分かった．これには

いくつかの理由があったが，特にインターネットへの接

続方法が分からないケースや，接続が面倒なので接続し

ていないケースなどの理由によるものが多かった．後者

については，たとえばリビングルームにおいて，インタ

ーネットの取り出し口を共用している電話回線がテレビ

と反対側の角に設置されているために，ケーブルの引き

回しなどがネックになっていたケースも多いことが分か

った．このため，実際に利用者のお宅を訪問して，イン

ターネット接続の設定や，屋内の配線工事などをサポー

トする訪問接続サービスも追加した[16]．
このようにしてパソコンがなくても，携帯電話とテ

レビがあれば，最低限CD楽曲の携帯転送が実現できる

ため，利用者の直接的なニーズに応えることができた

が，さらに，さまざまな接続環境に応じて，多様な使い

方を提案することができた．これらによって，固定系と

モバイル系を手軽に連携させ，さらに，放送も加えた，

FMBC（Fixed Mobile Broadcast Convergence：固定通信，

移動通信，放送の融合）をすべて実現する機器として利

用シーンの拡大を図ることができた．

図6にこれまでの携帯電話（フィーチャーフォン）を

取り巻く音楽サービスの全体とサービス例を示す．

図 5　メニュー画面遷移例

表 1　接続環境に対する主な機能

接続環境 機能

STBのみ CDプレイヤー（スピーカー付）
STB＋ TV CD/DVDプレイヤー
STB＋ TV＋携帯 上記＋ CD楽曲取り込み
STB＋ TV＋インターネット
＋携帯

上記＋Web閲覧＋ LISMOコンテン
ツ（音楽，ビデオ）購入＋携帯電
話への転送

STB＋ TV＋インターネット
＋携帯＋ auひかり

上記＋多チャンネル放送

図 6　音楽サービス全体図（フィーチャーフォンの場合）

メインメニューメインメニュー  1.ミュージックメニュー1.ミュージックメニュー  

3.auひかりメニュー3.auひかりメニュー 

放送 

2.ビデオメニュー2.ビデオメニュー 

6.auケータイムービー6.auケータイムービー  5.CD/DVDメニュー5.CD/DVDメニュー  
 フィーチャー
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着うたフル 
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待ちうた 
着 フルうた + 

音楽SNS 
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 キーワード
検索

 楽曲
認識  ハミング
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専用ハード 
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4.2　スマートフォン時代に向けた LISMOサービスの 
進化について

4.2.1　音楽を楽しむ環境の変化

2000年代後半に登場した iPhone，Androidフォンなど

のスマートフォンが，2010年以降本格的に普及すると

ともに，音楽を楽しむ環境も大きく様変わりした．最

近の調査によると，最もよく使う機器としては，家の

中でも外でもポータブルオーディオプレイヤー（iPodや

Walkmanなど）が一位になっているが，スマートフォン

はそれに次ぐデバイスになってきている（家の中では

PCに次ぐ三位）[2]．これは蓄積容量や操作性，処理性能，
再生持続時間などの点において，専用のデバイスを持た

なくてもスマートフォンが十分音楽再生プレイヤーとし

て活用できることに起因している．

さらにスマートフォンでは，App Store[17]やGoogle 

Play[18]などのアプリケーションストアを通じて世界中
のアプリケーションをダウンロードして使うことができ

るため，音楽関連アプリも選択肢が格段に広がっている

ことと，音楽の楽しみ方も個人の嗜好に合わせたバラエ

ティに富んだものになってきた．また，ネットワーク環

境も LTE時代になり，これまでに比べ格段に高速なネッ

トワークアクセスができるため，ストリーミング型やク

ラウド型のサービスも多数登場してきた．

4.2.2　全国のFM局を聴くことができるLISMO WAVEに 

よる音楽接点の強化

ラジオ放送は，音楽番組などを通じて音楽を認知する

上で大きな接点を持っており，フィーチャーフォンでも

FMチューナーを備えた端末が多数存在していた．しか

しながら，近年はこれまで手軽なホームオーディオとし

て使われていたラジカセもなくなり，特に若者にとって

携帯電話以外には車のラジオくらいしかラジオと接する

機会がないという状況になった．また，さまざまな電子

機器が増えたことで受信環境も悪化していた．このよう

な中，AM，FMの民間ラジオ放送局が連携して，2010

年3月から「radiko」というインターネット同時放送（サ

イマル放送）を開始した[19]．またNHKでも2011年9

月から，「らじる★らじる」として同様の放送を開始し

ている[20]．これらにより，PCやスマートフォンのアプ

リで手軽にインターネットを介してラジオ放送を聴くこ

とができるようになった．いずれもネットワークにアク

STB連携や検索機能強化で
LISMOサービスが大きく進化

セスできる環境であれば無料で聴くことができるが，ラ

ジオ放送もテレビ放送も地域放送であるため，インター

ネットラジオ放送ではあるものの，ネットワークへのア

クセス場所を推定することによって，たとえば関東で聴

く場合は関東のラジオ局だけを聴くことができるように

設定されている．

これらの機能によって，スマートフォンでラジオを身

近に楽しむ環境が整ってきたが，携帯電話回線のブロー

ドバンド化によって，インターネットラジオにおける付

加価値サービスの可能性も出てきた．全国の放送局では，

キー局を中心にネットワーク化されて，キー局制作の番

組が地方局でも放送されているが，先に述べたように地

域放送であるため，地方局での制作番組については，そ

の地方にいない限り，聴取できない．技術的には地方の

番組をインターネットを介して携帯電話にサイマルキャ

スト配信することは可能であったが，地域放送のビジネ

スモデルに配慮することと各権利者の許諾がポイントと

なっていた．

地域にかかわらずラジオ放送を楽しめることは，ユー

ザと音楽の接点を広げるだけでなく，新たなラジオ聴取

の機会の拡大につながる可能性があるため，さまざまな

角度から検討を行った．その結果，ビジネスモデルにつ

いてはこれまでの無料の地域放送と異なる，有料モデル

とし，その収益から権利者への利益配分を行い，放送局

から流れるCMについても，CMを含んだ番組の配信許

諾の処理を放送局と連携して行うことで実現することが

できた[21]．これにより，基本的にCMを含み，ほぼ現

地の放送と同じ内容のコンテンツを配信することができ

た．

本サービスは，「LISMO WAVE」として，一部フィー

チャーフォンを含むスマートフォンで2011年1月から有

料サービスとして開始した[22]．また，地下道やトンネ
ル区間などで電波が届かないところでも継続して聴くこ

とができるように，約5分間のバッファを持たせた．さ

らに，放送中の楽曲については，楽曲名やアーティスト

を画面表示しているため，そこから簡単に着うたフルな

どの購入もできるようにしている．これらの機能により，

日本全国どこにいてもいつもの番組を聴くことができる

ほか，故郷のラジオ番組を聴くような使い方もできるよ

うになった．

スマートフォンの普及に伴い，
LISMOサービスも多様化
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4.2.3　ジャンル別ラジオ放送や聴き放題サービス　 

LISMO Unlimited powered by レコチョク（現

KKBOX）への進化

ラジオ放送では放送局ごとの番組編成に従って放送さ

れるため，常に自分の好みのジャンルの音楽が流れると

は限らず，また，音楽のみならず，トーク番組やニュース，

CMも流れる．これに対して，もう少し個人の嗜好に合

わせて，ジャンル別のインターネットラジオを提供する

「うたパス」サービスを2012年6月に開始した[23]．こ
こでは，ジャンル，年代，アーティストおすすめなど

150以上のチャンネルで音楽だけが流れているほか，歌

詞表示や友人と同じチャンネルを聞いてチャットができ

るようなソーシャル機能も持たせ，より音楽を楽しんで

もらうような工夫を施した．

さらにパーソナル化を進めて，自分の好きな楽曲を自

由に選択して再生するような取り組みも行った．「LIMSO 

Unlimited powered by レコチョク」（現在は「KKBOX」）

では，洋楽，邦楽，100万曲以上を月額定額で聴き放

題となるサービスとして2011年6月から提供開始した
[24]．楽曲についてはファイルダウンロードではなく，
クラウドベースのストリーミング型で提供しているた

め，端末に楽曲すべてを蓄積することはできないものの，

端末の容量を気にせずにさまざまな楽曲を楽しむことが

できる．なお，キャッシュ機能を保有しているため，あ

らかじめ設定した曲数の範囲内（たとえば2,000曲）で

オフライン環境でも聴くことができるようになってお

り，実質的に普段聴く楽曲として不自由のないようにし

た．

一方，スマートフォンでも従来のフィーチャーフォン

と同様に着うたや楽曲を1曲ごとに購入することもでき

るほか，過去に携帯電話で購入した楽曲をスマートフォ

ン用に再ダウンロードすることも可能とした[25]．これ
によって，これまでの携帯電話での資産を活かしつつ，

ラジオレベルで楽しみたい方，ジャンルレベルで楽しみ

たい方，個別の楽曲をふんだんに楽しみたい方，これま

で通り気に入った楽曲だけを購入して手元に置きたい方

など，多様化した音楽サービスニーズにきめ細やかに対

応できるようにしている．図7にスマートフォン時代の

音楽サービスの全体とサービス例を示す．

4.2.4　これからの音楽サービスについて

携帯型音楽プレイヤーとしては，1980年代以降はテ

ープメディア，1990年代以降はミニディスク，2000年

代以降はメモリデバイスを使った専用機が普及したが，

現在はスマートフォンや専用機によるデジタルオーディ

オプレイヤーが主たる再生機器になっている．ただし，

音楽とのかかわり方自体は上で述べたように2000年代

後半のスマートフォンの登場により，非常に多様化して

きている．これまでの専用機と異なり，①常時ブロード

バンドネットワークに接続しているため，大容量コンテ

ンツへリアルタイムでアクセスが容易なこと，②PCと

同様にアプリケーションソフトを実装するだけですぐに

新たなサービスに対応できること，③高性能CPUを搭

載しているため，処理負荷が高いサービスも利用できる

こと，などが今後の音楽サービスの発展にも大きく寄与

すると考えられる．たとえば，最近オーディオマニアの

間でハイレゾと呼ばれる，スタジオレベルの音源（CD

音が 44.1kHz，16ビットに対して 192kHz，24ビット）

が話題になっており，ネット上でも楽曲配信が始まって

いる．これまでは，PCや専用コンポで対応していたが，

最近はスマートフォンでも利用できるようになってきた

[26]．まだハイレゾ対応の楽曲数は少ないが，外出先で
はハイレゾ対応のヘッドフォンで高音質音楽を楽しみ，

引き続き自宅でスマートフォンから本格的なオーディオ

システムにシームレスに接続してリアリティの高い音を

楽しむようなことができるようになると考える．

また，CDなどの音楽ソフト販売が低迷する中，ライ

図 8　音楽ソフトとライブコンサート市場の推移

図 7　音楽サービス全体図（スマートフォンの場合）
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ブコンサート市場は延びている．図8は音楽ソフト販売

と音楽ライブコンサート市場の推移を示したものである

[27]．アーティストも収入源としてライブへの依存度を
高めてきている[28]一方で，ユーザにとっては，ライブ
コンサートという場だからこそ得られるリアルな迫力や

一体感などの体験，さらに会場で特別に販売される周辺

グッズなどに満足感を得ているユーザニーズとがマッチ

して伸びていると考える．また，ストリーミングでライ

ブコンサートを配信する動きも出てきており，多様化す

る音楽との接し方の中で，楽曲配信やCDやDVDによ

る従来型の楽曲の楽しみ方と，ライブコンサート会場で

のリアルな音楽体験との間で，新たな市場になる可能性

を秘めているといえよう．

5．おわりに

モバイルサービスにおける音楽サービスとしてLISMO

サービスの変化と進化について述べた．携帯電話での音

楽はまずMIDIなどの楽譜データを用いた「着メロ」が

普及し，次に原曲をデータ圧縮した「着うた」が始まり，

それをフル楽曲として配信する「着うたフル」で本格的

な音楽サービスに成長したが，いずれも携帯電話の処理

能力の向上，データ通信定額制の開始，ブロードバンド

ワイヤレスネットワークの進化と歩調を合わせる形で普

及してきた．また，パソコンやSTBなどと連携すること

により，音楽を楽しむ環境や利用シーンも幅を広げてき

ている．さらに，スマートフォンの登場により，直感的

な操作インタフェースとさまざまなアプリケーションを

利用できるようになり，「着うたフル」のようなフィー

チャーフォン時代の楽曲購入から，インターネットラジ

オや楽曲聴き放題サービスまで，ユーザの音楽とのかか

わり方に応じて多様な音楽サービスを楽しむことができ

るようになった．スマートフォンの次に来るものとして，

時計型や眼鏡型など身に付けるウェラブル端末が注目を

集めつつあるが，このような端末含め，音楽サービスに

ついても新たな展開を期待したい．
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